
「ゼロカーボンやまがた2050」の実現を目指し、カーボン

ニュートラルに対する県民の認知度、理解度を高め、一人ひ

とりが身近なところから、できることからアクションにチャ

レンジする県民運動を展開

名称：カーボンニュートラルやまがた県民運動推進会議

会長：山形県知事

構成：県、市町村、経済団体、消費者団体、婦人団体、

青年団体､業界団体､学校､PTA､マスコミ､再エネ団体など

役割：参加する団体それぞれが主体的にチャレンジするとと

もに、参加団体間で協働し、普及啓発やアクションを

後押しする事業を展開し、運動を全県的に広めていく

〔124,707千円〕

【環境エネルギー部】

カーボンニュートラル社会実現に向けた新たな県民運動の推進

推進組織の立ち上げ

カーボンニュートラルやまがた県民運動

みんなの地球のためにチャレンジ！

意識を変える、道具を変える、
電気を変える、行動を変える

エネルギーを創る、地域活力を作る

自分ごととして積極的に関わる

カーボンニュートラルやまがたアクションプランより

１ 県民運動の推進 《5,580千円》

・県民運動キックオフ大会の開催

・ロゴマーク制作、標語・ポスターコンテスト等普及啓発

２ 脱炭素社会に向けた条例の検討《611千円》

３ 家庭のカーボンニュートラル推進《87,530千円》

・高断熱・高気密住宅＋再エネ設備ﾊﾟｯｹｰｼﾞ補助 80,264千円
※地域脱炭素移行・再エネ推進交付金（環境省）の活用

・省エネ家電買い換えキャンペーン 5,520千円

・省エネ住宅普及セミナー 1,746千円

４ 自動車のカーボンニュートラル推進《3,895千円》

・置き配モニターによる再配達削減の推進

５ 県・市町村のカーボンニュートラル推進 《27,091千円》

・県ＥＶ・ＰＨＶ公用車の導入 25,712千円

・市町村支援(住民セミナー・実行計画策定支援) 1,379千円
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